





























ての 細 胞 が 陽 性 を 示 していた．pHSP27 は，
HSP27とほぼ同様の傾向であった．すなわち，
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現 していなかった．CK14と CK19はどちらも 濾
胞型，叢状型いずれの腫瘍胞巣にも広範に発現し
ていた．CK14は，扁平な形態をした細胞が何層








は立方形の腫瘍実質細胞が pHSP27と CK 8 どち
らも同様の陽性反応を示し，マージにより一致し
た．一方，pHSP27と CK13では，濾胞型ではど
ちらも胞巣中央部の細胞が強く陽性反応を示し，
完全にマージしたが，叢状型では pHSP27は立方
形細胞が陽性反応を示したのに対し，CK13では
ほとんど発現していなかった．
　以上，HSP27，pHSP27がこれらの細胞の扁平
上皮化生への分化に関与しているのではないかと
考えられた．IHC で得られた結果，すなわち，
濾胞型胞巣の内部では，CK13が強く陽性を呈し，
扁平上皮様性格を帯びていること，そしてその部
に一致して HSP27が強い陽性を示したことは，
この細胞分化に強く関与していることを示唆して
いる．また，濾胞型では陽性反応率の高くない立
方形細胞が叢状型の実質を形成するそれでは高く
なっていることから，HSP27，pHSP27が組織型
の決定にも関与しているのではないかと考える．
